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　下にある「思考スキル」は、問題に取り組むことを通じて、みなさんに身につけてほしい力を表し

たものです。これらの思考スキルは、算数の問題に限らず、さまざまな場面でも活用することがで

きる大切な力です。解説では、問題ごとに意識してほしい思考スキルを示しています。今後の学習

でも、思考スキルを意識して、問題に取り組むとき活用するように心がけてみましょう。

○情
じょう

報
ほう

を獲
かく

得
とく

する
　・�問題文から必要な情報や条件を正しくとらえる
　・�図やグラフなどから必要な情報を正しくとらえる

○情報を活用する
　・�問題からとらえた情報を、他の問題でも活用する
　・�とらえた情報から、さらに別の情報を引き出す
　・�前問が後に続く問いの手がかりとなっていること

を見ぬく

○再現する
　・計算を正しく行う
　・持っている知識を状

じょう

況
きょう

に応じて正しく運用する
　・問題の指示通りの操

そう

作
さ

を正しく行う

○置きかえる
　・状況を図やグラフなどに表す
　・問いを別の形に言いかえる
　・未知のものを自分にとってなじみの形にする
　・比の値を具体数で表す
　・数値をあてはめて、特定の状況をとらえる
　・解答の範

はん

囲
い

や大きさを予測する

○調べる
　・�方針を立て、考えられる場合をもれや重複なく全

て探し出す
　・書き出すことを通じて、きまりを見つける

○順序立てて変化をとらえる
　・変化する状況を時系列で明らかにする
　・�複雑な状況を要素ごとに筋道立てて明らかにする

○一般化する
　・�具体的な事例から、他の状況にもあて

はまるような式を導き出す
　・�具体的な事例から、規則やきまりをと

らえる

○視
し

点
てん

を変える
　・図形を別の視点で見る
　・立体を平面としてとらえる
　・多角的な視

し

点
てん

から対象をとらえる

○特
とく

徴
ちょう

的
てき

な部分に注目する
　・等しい部分に注目する
　・変化しないものに注目する
　・和、差や倍数関係に注目する
　・規則や周期に注目する
　・対

たい

称
しょう

性
せい

に注目する
　・�際立った部分（計算式の数、素数、約数、

平方数、…など）に注目する

○特定の状況を仮定する
　・�極

きょく

端
たん

な場合から考える（もし、全て…
なら）

　・�不足を補
おぎな

ったり、余分を切りはなした
りして全体をとらえる

　・�複数のものが移動するとき、特定のも
のだけを移動させて状況をとらえる

思考スキル
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【解　説】

2（1） A1 再現する
（最小公倍数）

５でも６でも割
わ

り切れる整数でもっとも小さい数は５と６の最小公倍数30です。

（2） A1 再現する
（正多角形の外角）

正n角形の１つの外角の大きさは、「360÷n」です。

よって、正十五角形の１つの外角は、360÷15＝24（度）

（3） A2 再現する
（約数）

約数の個
こ

数
すう

が３個になるのは、同じ素
そ

数
すう

を２回かけた数です。

　2×2＝4　…約数は、1,2,4

　3×3＝9　…約数は、1,3,9

　5×5＝25　…約数は、1,5,25

よって、小さい方から３番目は25です。

（4） B1 情報を獲得する 視点を変える
（多角形の角度）

右の図のように、三角形をつくって角度を移
うつ

していくと、

ア＋イはウ＋エに等しいので、はじめの５つの角の和は

三角形の内角の和に等しいので、180度です。

（5） A2 特徴的な部分に注目する
（差一定）

ふたりが同じ金
きん

額
がく

の本を買ったので差は一定です。

A君の金額がB君の金額の２倍になるということは、

差がB君の金額に等しいということです。

B君の金額は　2000－1200＝800（円）になるので、

　1200－800＝400（円）

（6） A2 再現する
（和一定）

勝ちと負けの数は等しいときはコインの枚
まい

数
すう

は変わりません。勝ちが負けより２回多い

ときは、一郎君のコインが10枚から２枚増えて、　10＋2＝12（枚）

ア

イ

ウ エ

本

A

Ｂ
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（7） B1 情報を獲得する 調べる
（約束記号）

【7】　→ 7÷3＝2あまり1　→ 1

【14】 → 14÷3＝4あまり2　→ 2

【28】 → 28÷3＝9あまり1　→ 1

【56】 → 56÷3＝18あまり2　→ 2

【112】→ 112÷3＝37あまり1　→ 1

よって、　1×2×1×2×1＝4

3 　（売買損
そん

益
えき

算）

売買損益算では「原
げん

価
か

」「定価」「仕入れ」「売り上げ」「利益」などの言葉の意味をきちんと理解

すること、利益率や割引率を計算するときのもとにする数を間違えないことがポイントです。

（1） A2 再現する
５割の利益→仕入れ値の1.5倍なので、

　200×1.5＝300（円）

（2） A2 再現する
仕入れた1000個のうち180個が売れ残ったので、

定価で売れた分の売り上げは、

　300×（1000－180）＝246000（円）

定価の３割引き（定価の0.7倍）で100個売れたので、

３割引きで売れた分の売り上げは、

　300×0.7×100＝21000（円）

よって、これまでの売り上げは　246000＋21000＝267000（円）

（3） B1 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する
仕入れ額は、　200×1000＝200000（円）

残りを定価の５割引きで売ったときの売り上げは、

　300×0.5×（180－100）＝12000（円）

よって、全体の利益は、

　267000＋12000－200000＝79000（円）

4 　（条件整理）

与
あた

えられた条
じょう

件
けん

からわかることを整理していきます。このとき、順番に整理すること、後から

わかったことを前に戻って条件に加えることを繰
く

り返しながら進めていきます。

算数─解答と解説



（1） B1 情報を獲得する 調べる
① A君「E君には勝ったけど、C君には負けたよ」

② B君「ぼくに勝った人が３人以上いるよ」

③ C君「F君に負けた」

④ D君「A君には負けたけど、B君には勝った」

⑤ E君「ビリではないよ」

ここまでを整理すると右図のようになります。

よって、F君の順位は１位。

（2） B1 情報を獲得する 調べる
（1）で考えたように、A君の順位は３位。

（3） B1 情報を獲得する 調べる
１位F君、２位C君、３位A君、D君とE君はビリではないので、６位B君が決まります。

よって、順位が決まらないのは、D君とE君です。

【別
べっ

解
かい

】表に整理する方法も覚えておきましょう。

　① A君「E君には勝ったけど、C君には負けたよ」

　　　→ A君は１位と６位はない

　　　→ C君は５位と６位はない

　　　→ E君は１位と２位はない

　② B君「ぼくに勝った人が３人以上いるよ」

　　　→ B君は１位と２位と３位はない

　③ C君「F君に負けた」

　　　→ C君は１位はない

　　　→ F君は４位と５位と６位はない

　　　→ A君は２位はない、E君は３位はない

　④ D君「A君には負けたけど、B君には勝った」

　　　→ D君は１位と２位と３位と６位はない

　　　→ A君は４位と５位はない

　　　→ C君は３位と４位はない

　　　→ F君は２位と３位はない

　⑤ E君「ビリではないよ」

　　　→ E君は６位はない

上位 下位

Ｃ－Ａ－Ｅ

上位 下位

Ｆ－Ｃ－Ａ－Ｅ

上位 下位

Ｆ－Ｃ－Ａ－Ｅ－？
　 　 　 Ａ－Ｄ－Ｂ

1位 2位 3位 4位 5位 6位
Ａ君 ①× ③× ④× ④× ①×
Ｂ君 ②× ②× ②×
Ｃ君 ③× ④× ④× ①× ①×
Ｄ君 ④× ④× ④× ④×
Ｅ君 ①× ①× ③× ⑤×
Ｆ君 ④× ④× ③× ③× ③×

1位 2位 3位 4位 5位 6位
Ａ君 ①× ③× 〇 ④× ④× ①×
Ｂ君 ②× ②× ②× 〇
Ｃ君 ③× 〇 ④× ④× ①× ①×
Ｄ君 ④× ④× ④× ④×
Ｅ君 ①× ①× ③× ⑤×
Ｆ君 〇 ④× ④× ③× ③× ③×
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5 　（三角形の面積）

正三角形やその二等分の直角三角形の中から、同じ大きさの三角形をみつけることで、角度や

大きさを調べることができます。

（1） B1 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する
辺ABの中点を点Gとして、正三角形ABDを

直線DGで２つに分けると、三角形ADGと三

角形BDGと三角形ADEの３つの三角形は同

じ三角形なので、辺ADの長さは辺DEの長

さの２倍です。

よって、辺BDの長さは辺DFの長さの２倍です。

（2） B2 情報を獲得する 置きかえる 特徴的な部分に注目する
（1）の三角形ADGと三角形BDGと三角形

ADEと三角形CDEの４つの三角形は同じ三

角形です。

また、三角形CEFは、CFとEFの長さが等

しい二等辺三角形なので、DFとCFの長さ

は等しく、三角形DEFと三角形CEFの面積は等しいです。

三角形CDEの面積は三角形DEFの面積の２倍、三角形ABDの面積が三角形CDEの面積

の２倍になるので、三角形ABDの面積は三角形DEFの面積の　2×2＝4（倍）

（3） B2 情報を獲得する 置きかえる 特徴的な部分に注目する
（2）より、三角形CDEは三角形CEFの２倍、三角形ABCは三角形CDEの４倍なので、

　3×2×4＝24（cm2）

6 　（正六角形と三角形の面積）

正六角形を対角線で折り返すとぴったり重なる性
せい

質
しつ

を利用して角度や面積を求めます。また、

平行線を利用した等積変形にも注意しましょう。

（1） B1 情報を獲得する 置きかえる
正六角形ABCDEFを対角線BEで折り返すと、

ぴったり重なるので、三角形ABGと三角形

CBG、三角形AGFと三角形CGD、三角形EFG

と三角形EDGはそれぞれ同じ三角形です。

正六角形の１つの内角は、

　180×（6－2）÷6＝120（度）

よって、角ｘは、

　180－（120÷2＋38）＝82（度）

A

B

G
60°30°

30°
30°

60°
60°60°

C

E

D F
30°

A

B

G

C

E

D F

A F

G

C D

B E

38°

x

x
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（2） B1 情報を獲得する 置きかえる
四角形BCDGの面積は、

　4.8＋6.2＝11（cm2）

（3） B2 置きかえる 特徴的な部分に注目する
対角線BEと対角線ADと対角線CFの交点を点O

とします。ここで、三角形CDGと三角形CDOは、

辺CDを底辺としたときの高さが等しいので面積

も等しくなります。

正六角形ABCDEFの面積は三角形CDOの面積の６倍になるので、

　6.2×6＝37.2（cm2）

よって、三角形EFGの面積は、

　37.2÷2－11＝7.6（cm2）

7 　（速さ）

この問題では走行と停車を繰り返しながら進むので、普
ふ

通
つう

の旅人算のような計算はできません。

前の設
せつ

問
もん

をヒントにしながら、だいたいのあたりをつけて調べてみましょう。

（1） B1 情報を獲得する
１周34.5kmを、59－29＝30（分）で走るので、１時間ではその２倍走ります。

　34.5×2＝69　→　時速69km

（2） B2 情報を獲得する 調べる
五
ご

反
たん

田
だ

駅から外回りで駒
こま

込
ごめ

駅までの距
きょ

離
り

は、

　1.2＋1.5＋1.6＋1.2＋1.5＋0.7＋1.3＋1.4＋0.9＋1.2＋1.8＋1.1＋0.7＝16.1（km）

山手線の速さは、時速69km→69÷60＝1.15（km）→分速1.15km

五反田駅から駒込駅までの間に12駅あるので、移
い

動
どう

にかかる時間は、

　16.1÷1.15＋1×12＝26（分）

（3） B2 情報を獲得する 調べる
五反田駅から反対方向へ同時に出発した山手線がはじめてすれ違

ちが

うまでにかかる時間は、

１周にかかる時間から五反田駅の停車時間１分を引いた時間の半分になるので、

　（59－1）÷2＝29（分）

（2）で外回りで五反田駅から駒込駅までが26分、駒込駅に１分停車して、次の田
た

端
ばた

駅に着

くのは、

　26＋1＋1.6÷1.15＝28.39…（分）

田端駅の停車時間も１分なので、五反田駅を出発して29分後は田端駅に停車しています。

A F

G O

C D

B E

6.2

6.2

4.8

4.8
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8 　（立方体）

立方体を積み上げて外の面に色をぬったとき、色がぬられる場所とぬられない場所は、それぞ

れどういう場所になるのかを知っておきましょう。

（1） B1 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する
右の図のように赤と青がぬられている立方体は大きな

立方体の辺にそって４個あります。そして、同じよう

に赤と青が接
せっ

する辺が大きな立方体に４か所あるので、

　4×4＝16（個）

（2） B2 特徴的な部分に注目する 視点を変える 調べる
１辺2cmの立方体のすべての面の数から、色がぬられ

た面の数を引けばよいので、

　4×4×4＝64（個）…１辺２cmの立方体の個数

　6×64＝384（面）　…すべての面の数

　4×4×6＝96（面）…色がぬられた面の数

　384－96＝288（面）

（3） B2 特徴的な部分に注目する 視点を変える 調べる
（2）と同様に１辺6cmの立方体で色がぬられていない面の数は、

　6×3×3×3－3×3×6＝108（面）

よって、残った白い面の面積の合計は、

　2×2×（288－108）＝720（cm2）

赤

緑 青
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小学５年  社会 ── 解答と解説

1
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問15

343231

58 61

問10 問11 問12
e f （1）

（2）

52

問４

59

（1）

60

（2）

（1） （2）

問１ 問３問２

49 51

36

25

問10 問11

（市）

（市）

（美術館本館）（国立） （湖）

（万人）（約） （条約）

（配点）
　  問４（2）　  　問４　各４点
　  問15・　 問４（1）・　 問５・問13　各３点
上記以外　各２点　計100点

2 3
1 2 3

50

問５ 問６ 問７ 問８ 問９

53 56 5754 55

問16

66

65

問13 問14 問15

62 63 64

40

41

42 43 44 4645

3837 39

（駅）

4847

福島Ｄイ エ エ

エアアウ 西洋
（せいよう）

イ ア ウ ウ

エ イ ウ ア エ

水戸

仙台 ウ

イ エ イ ア ア

14.4 ウ てんさい／ビート

アイ 三日月（みかづき）

ア エ

ウ エ ロシア屯田（とんでん）

194.7 ウ ラムサールア

カ

霧が多く発生し、日照時間が少ないから。

秋田市は日本海側にあり、冬に雪が多く降るため

日照時間が短くなるから。
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（市）

（美術館本館）（国立） （湖）

（万人）（約） （条約）

（配点）
　  問４（2）　  　問４　各４点
　  問15・　 問４（1）・　 問５・問13　各３点
上記以外　各２点　計100点

2 3
1 2 3

50

問５ 問６ 問７ 問８ 問９

53 56 5754 55

問16

66

65

問13 問14 問15

62 63 64

40

41

42 43 44 4645

3837 39

（駅）

4847

福島Ｄイ エ エ

エアアウ 西洋
（せいよう）

イ ア ウ ウ

エ イ ウ ア エ

水戸

仙台 ウ

イ エ イ ア ア

14.4 ウ てんさい／ビート

アイ 三日月（みかづき）

ア エ

ウ エ ロシア屯田（とんでん）

194.7 ウ ラムサールア

カ

霧が多く発生し、日照時間が少ないから。

秋田市は日本海側にあり、冬に雪が多く降るため

日照時間が短くなるから。
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【解　説】
1　関東地方に関する問題
問１　 A2 カテゴライズ想起
　群
ぐん

馬
ま

県内では高
たか

崎
さき

市に高崎駅、安中市に
安
あん

中
なか

榛
はる

名
な

駅、みなかみ町に上
じょう

毛
もう

高
こう

原
げん

駅がそ
れぞれ設

もう

けられています。県
けん

庁
ちょう

のある前橋
市内には新

しん

幹
かん

線
せん

の駅はありません。
問２　 A2 カテゴライズ想起
　小

お

笠
がさ

原
わら

諸
しょ

島
とう

は、中心の父島付近で東京本
土から南南東約1000kmにある島々です。
小笠原諸島は豊

ほう

富
ふ

な生
せい

態
たい

系
けい

などが評
ひょう

価
か

され
て、世界遺

い

産
さん

に登録されました。
問３　 A1 想起
　東京都上野にある国立西洋美

び

術
じゅつ

館
かん

本館
は、フランスをはじめとする７カ国の建

けん

造
ぞう

物
ぶつ

からなる「ル・コルビュジエの建
けん

築
ちく

作品
－近代建築運動への顕

けん

著
ちょ

な貢
こう

献
けん

」の１つと
して、2016年に世界遺産に登録されまし
た。
問４　 B1 変換想起
　アはアメリカ合

がっ

衆
しゅう

国
こく

、イは中国、ウは
ASEAN、エはEUに対しての日本の輸

ゆ

出
しゅつ

額
がく

の移
うつ

り変
か

わりです。2000年代に入り対
中国向けの輸出は急

きゅう

増
ぞう

しました。
問５　 A2 カテゴライズ想起
　浅間山の北側の麓

ふもと

にある群馬県嬬
つま

恋
ごい

村で
は、夏でも涼

すず

しい気候を利用したキャベツ
などの抑

よく

制
せい

栽
さい

培
ばい

が盛
さか

んなことから、キャベ
ツの生産は群馬県が第１位となっていま
す。アはにんじん、イはねぎ、ウはだいこ
んです。
問６　 A2 カテゴライズ想起
　たらは寒冷な海底付近に生息する魚で、
北海道、岩手県、宮

みや

城
ぎ

県などでの水
みず

揚
あ

げ量
りょう

が多くなっています。
問７　 A1 想起
　関東平野にある下

しも

総
うさ

台
だい

地
ち

や相
さが み

模原
はら

、武
むさ し

蔵
野
の

などの台地は、浅間山や富
ふ

士
じ

山
さん

、箱根山
の噴
ふん

火
か

などにより堆
たい

積
せき

した火
か

山
ざん

灰
ばい

からなる

関東ロームに覆われています。阿
あ

蘇
そ

山は熊
本県、磐

ばん

梯
だい

山
さん

は福島県、蔵
ざ

王
おう

山
さん

は宮城県と
山形県にまたがっている火山です。
問８　 A1 想起
　関東内陸工業地

ち

域
いき

は食料品や機械工業の
割
わり

合
あい

が高く、東北自動車道や関
かん

越
えつ

自動車道
が開通したことなどにより製

せい

品
ひん

などの輸
ゆ

送
そう

が便利になって一
いっ

層
そう

発
はっ

展
てん

しました。アは自
動車工業などの機械工業が盛んなことから
中京工業地帯、イは金

きん

属
ぞく

工業の割合が高い
ことから阪

はん

神
しん

工業地帯、エは化学工業の割
合が高いことから京葉工業地域となりま
す。
問９　 A2 比較・対照想起
　日本で最も流路の長い川は信

しなの

濃川
がわ

で、約
367kmあります。利根川は約322kmで第２
位となっています。
問10　 A1 想起
　茨

いばら

城
き

県の県
けん

庁
ちょう

所
しょ

在
ざい

地
ち

の水戸市は、2018
年４月現

げん

在
ざい

で人口約27万人の都市です。
問11　 A1 想起
　偕
かい

楽
らく

園
えん

は徳
とく

川
がわ

御
ご

三
さん

家
け

のひとつ、水
み

戸
と

藩
はん

第
９代藩

はん

主
しゅ

である徳
とく

川
がわ

斉
なり

昭
あき

によってつくられ
た日本三名園の１つです。兼

けん

六
ろく

園
えん

は石川県
金
かな

沢
ざわ

市に、六
りく

義
ぎ

園
えん

は東京都文京区に、後
こう

楽
らく

園
えん

は岡
おか

山
やま

県岡山市にあります。
問12　 A1 想起
　群馬県西部の下

しも

仁
に

田
た

町周辺ではこんにゃ
くいもの生産が盛んです。2016年で見る
とこんにゃくいもの生産は群馬県が約98
％を占

し

めています。
問13　 A1 想起
　1990年代以

い

降
こう

、群馬県太田市や大
おお

泉
いずみ

町
などへ労働者としてブラジルからかつての
日本人移

い

民
みん

の子孫である日
にっ

系
けい

人
じん

が多く移
うつ

り
住
す

みました。町にはブラジルの言語である
ポルトガル語の看

かん

板
ばん

などが見られます。
問14　 A1 想起
　日本付近では、冬は北西から季節風が吹

ふ
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いてきます。そのため関東地方などには、
季節風を防

ふせ

ぐために北西側に屋
や

敷
しき

森
もり

を備
そな

え
た家屋が見られます。関東地方では、吹い
てくる方角にある山の名前を取って赤

あか

城
ぎ

お
ろしや筑

つく

波
ば

おろしなどと呼
よ

ぶ地域もありま
す。
問15　 A2 変換想起
　アは群馬県前橋市、イは栃木県宇

う

都
つの

宮
みや

市、
ウは茨城県水戸市、エは埼

さい

玉
たま

県さいたま市、
オは東京、カは千葉県千葉市、キは神

か

奈
な

川
がわ

県横
よこ

浜
はま

市です。

2　東北地方に関する問題
問１　 A2 変換想起
　下北半島は青森県東部に、津

つ

軽
がる

半島は青
森県西部に、男

お

鹿
が

半島は秋田県西部に、牡
お

鹿
しか

半島は宮
みや

城
ぎ

県東部にある半島です。
問２　 A2 変換想起
　天然の三大美林とは東北地方の津軽のひ
ば、秋田のすぎ、中部地方の木

き

曽
そ

のひのき
のことです。東北地方では白神山地でぶな
の原生林が見られることから世界遺産に登
録されています。
問３　 A2 変換想起
　陸

む

奥
つ

湾
わん

は下北半島と津軽半島に囲まれた
湾で、プランクトンが豊

ほう

富
ふ

で波がおだやか
なため、ほたて貝の養

よう

殖
しょく

が盛んです。ほた
て貝は一

いっ

般
ぱん

に20℃未満の水温を好むため、
青森県や北海道のサロマ湖、内

うち

浦
うら

湾
わん

などで
多く養殖されています。
問４
（１）　 B1 想起 変換 比較・対照
（２）　 B2 理由・根拠比較・対照
　秋田県秋田市は冬の降

こう

水
すい

量
りょう

が多い日本海
側の気候区に属

ぞく

しています。冬に降水量が
多いということは雲がかかっている時間が
長いということを意味していて、それは日
照時間が短いということを意味します。
問５　 A2 変換想起

　ｊの山形県天童市で生産されている伝
でん

統
とう

的
てき

工
こう

芸
げい

品
ひん

は将
しょう

棋
ぎ

駒
こま

です。曲げわっぱは秋田
県大

おお

館
だて

市で、鉄器は岩手県盛
もり

岡
おか

市などで、
漆
しっ

器
き

は青森県弘
ひろ

前
さき

市などでそれぞれ生産さ
れています。
問６　 A2 変換想起
　ｋの山形県山形市で行われる祭りは花

はな

笠
がさ

です。ねぶたは青森市などで、七夕は仙
せん

台
だい

市で、竿
かん

燈
とう

は秋田市で行われる祭りです。
問７　 A2 想起 変換 カテゴライズ
　最上川は山形県内のみを流れる全長約
229kmの川で、山形県酒田市で日本海に注
いでいます。富

ふ

士
じ

川、球
く

磨
ま

川とともに日本
三急流の１つとされています。Ａは北上川、
Ｂは阿

あ

武
ぶ

隈
くま

川、Ｃは米代川です。
問８　 A2 想起 変換 立証
　山形新幹線は福島市と山形県新

しん

庄
じょう

市の間
を結んでいて、東北新幹線とは福島駅で分

ぶん

岐
き

しています。東北新幹線と秋田新幹線が
分岐しているのは盛岡駅です。
問９　 A2 カテゴライズ想起
　宮城県にある松島は京都府の天

あまの

橋
はし

立
だて

、広
島県の宮島とともに日本三景のひとつとな
っています。白神山地は青森県と秋田県に
またがって、平

ひら

泉
いずみ

、橋
はし

野
の

鉄
てつ

鉱
こう

山
ざん

・高
こう

炉
ろ

跡
あと

は
岩手県にあります。
問10　 A1 想起
　宮城県仙台市は東北地方唯

ゆい

一
いつ

の政
せい

令
れい

指定
都市です。
問11　 A2 想起 変換 カテゴライズ
　Ａの果実とＢの野菜は、東北地方ではそ
れぞれ青森県が第１位となっています。畜

ちく

産
さん

は岩手県、米は秋田県がそれぞれ生産額
第１位となっています。

3　北海道地方に関する問題
問１　 A2 変換想起
　有

う

珠
す

山
ざん

は洞
とう

爺
や

湖
こ

の南にある火山で、近年
では2000年にマグマ水

すい

蒸
じょう

気
き

爆
ばく

発
はつ

を起こしま

社会─解答と解説



した。アは駒
こま

ヶ
が

岳
たけ

、ウは旭
あさひ

岳
だけ

、エは雄
お

阿
あ

寒
かん

岳
だけ

です。
問２　 A1 想起
　カルデラ湖は火山の中央部が陥

かん

没
ぼつ

するな
どの原

げん

因
いん

で形成された、大きなすり鉢
はち

状
じょう

の
窪
くぼ

地
ち

であるカルデラに水がたまってできた
湖です。北海道のカルデラ湖にはア～エの
他に阿

あ

寒
かん

湖
こ

などがあります。
問３　 A1 想起
　石

いし

狩
かり

川
がわ

の流
りゅう

域
いき

には川の蛇
だ

行
こう

跡
あと

である三日
月湖が多数見られます。
問４　 B2 理由・根拠変換
　根室市など根

こん

釧
せん

台
だい

地
ち

周辺は、夏を中心に
南東から吹いてくる季節風が寒流の千島海
流の上を通るときに冷やされることによっ
て濃

のう

霧
む

が発生し、その結果日照が遮
さえぎ

られる
ためあまり気温が上がりません。そのため
農作物の生産に適

てき

しておらず、酪
らく

農
のう

地帯が
耕
こう

地
ち

のほとんどを占める地域となっていま
す。
問５　 B1 変換
　24.69÷1.72＝14.35となり、小数第２位を
四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

して14.4倍となります。
問６　 A1 想起
　石狩平野ではかつては泥

でい

炭
たん

地
ち

と呼ばれ
る、水はけが悪く酸

さん

性
せい

が強いため作物がで
きない土地が広がっていましたが、他から
良
りょう

質
しつ

な土を入れて耕地を改良する客土を実
じっ

施
し

し、現在では北海道の稲
いな

作
さく

の中心地とな
りました。
問７　 A1 想起
　輪作とは同じ土地で異

こと

なった作物を１年
から数年ごとに順番に栽培して地力の回

かい

復
ふく

を図る栽培方法のことです。二期作は年に
２回、同じ作物を同じ耕地で栽培すること、
裏
うら

作
さく

は夏に栽培される作物を表作というの
に対して、冬に栽培される作物を指す言葉、
二毛作は年に２種類の作物を同じ耕地で栽
培することを意味します。

問８　 A2 カテゴライズ想起
　北海道は東京などの大消費地から遠く離

はな

れているため、生産された生
せい

乳
にゅう

の多くはバ
ターやチーズなどに加工されています。乳

にゅう

用
よう

牛
ぎゅう

は東京への牛
ぎゅう

乳
にゅう

の出荷を背
はい

景
けい

として、
栃
とち

木
ぎ

県や群馬県など首
しゅ

都
と

圏
けん

の県でも多く飼
し

育
いく

されています。アは肉用牛、イは採
さい

卵
らん

鶏
けい

（た
まご用にわとり）、エは肉用若

わか

鶏
どり

の第２位、
第３位の県を示

しめ

しています。
問９　 A1 想起
　てんさいはビート、砂

さ

糖
とう

大
だい

根
こん

とも呼ばれ
る農作物で、根を搾

しぼ

って砂糖の原料とし、
葉や搾りかすは飼

し

料
りょう

としています。冷
れい

涼
りょう

な
気候を好む作物で、ほぼ全量が北海道で生
産されています。
問10　 A2 変換想起
　アイヌは北海道などの先住民族で、北海
道にはアイヌ起

き

源
げん

の地名が数多くあります。
「シリエトク」に漢字をあてた知

しれ

床
とこ

は、オホ
ーツク海に突

つ

き出
で

た半島で、原生林やヒグ
マなどを始めとする豊

ゆた

かな生
せい

態
たい

系
けい

が見られ
ることなどから、2005年に「知床」として
世界遺産に登録されました。アは松前半島、
イは積

しゃこ

丹
たん

半島、エは根室半島です。アイヌ
は北海道の開

かい

拓
たく

が始まった江
え

戸
ど

時代末
まつ

頃
ごろ

か
ら同化を強いられ、現在では北海道内に約
２万人が居

きょ

住
じゅう

しています。北海道には、サ
ット・ポロ（乾

かわ

いた大きい土地）からつけ
られた札

さっ

幌
ぽろ

、ヤムワッカナイ（冷たい飲み
水の川）からつけられた稚

わっか

内
ない

、ヌプル・ペ
ッ（色の濃

こ

い川）からつけられた登
のぼり

別
べつ

など、
多くのアイヌ語由来の地名があります。
問11　 A1 想起
　屯

とん

田
でん

兵
へい

は北海道の開拓とロシアに対する
警
けい

備
び

にあたった農兵で、最初は困
こん

窮
きゅう

した士
族がその任

にん

にあたりました。1875年から入
植が開始され、1904年に廃

はい

止
し

されました。
問12
（１）　 A2 想起変換
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　択
えと

捉
ろふ

島
とう

は面積が約3167㎢、国後島は約
1489㎢、色

しこ

丹
たん

島
とう

は約248㎢の島で、歯
はぼ

舞
まい

群
ぐん

島
とう

と合わせた合計では約5000㎢となりま
す。最大の択捉島は鳥取県よりやや小さい、
四大島を除

のぞ

く日本で最も大きい島です。
（２）　 A1 想起
　日本政

せい

府
ふ

は千島列島のうち、択捉島、国
くな

後
しり

島
とう

、色丹島、歯舞群島の北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

は日本
固有の領土であるとして、現在占

せん

領
りょう

してい
るロシア政府に返

へん

還
かん

するよう要求していま
す。
問13　 B1 変換
　532万人×0.366＝194.712…で194.7万人
となります。札幌市は北海道唯一の政令指
定都市です。
問14　 A1 想起
　北海道では1960年代にエネルギー資

し

源
げん

が
石炭から石油へ転

てん

換
かん

された影
えい

響
きょう

を受け、炭
たん

鉱
こう

が次々と閉山となり、それにともない失
業した炭鉱労働者は仕事を求めて転出して
いきました。そのため石炭採

さい

掘
くつ

が主産業で
あった歌

うた

志
し

内
ない

市などでは人口が急
きゅう

減
げん

しまし
た。
問15
（１）　 A1 想起
　タンチョウはツル科の鳥で、釧

くし

路
ろ

湿
しつ

原
げん

国
立公園を始めとする北海道の湿

しっ

地
ち

に生息し
ています。翼

つばさ

を広げると約2.4mにもなる日
本最大の鳥です。一時は絶

ぜつ

滅
めつ

が心配されて
いました。
（２）　 A1 想起
　ラムサール条

じょう

約
やく

は正しくは「特に水鳥の
生息地として国際的に重要な湿地に関する
条約」といい、鳥類などの生息地となって
いる湿地や干

ひ

潟
がた

を保
ほ

護
ご

するための条約です。
北海道では阿

あ

寒
かん

湖
こ

・ウトナイ湖・野
の

付
つけ

半島
などが登録地となっています。1971年にイ
ランのラムサールで採

さい

択
たく

されました。
問16　 A2 変換想起

　流氷は、ロシアや中国などを通るアムー
ル川などから流れ出した栄養分によって、
海で大量発生した植物プランクトンを豊

ほう

富
ふ

にふくむ海水が凍
こお

ったもので、北海道の周
辺では主にオホーツク海で見ることができ
ます。網

あ

走
ばしり

や紋
もん

別
べつ

などのオホーツク海沿
えん

岸
がん

には、毎年１月下
げ

旬
じゅん

から流氷が流れ着きま
す。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限に従っていない
場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
  …－１点
・�文章・文末表現の不備がある場合
  …－１点
・�2問４⑵…⑴が不正解の場合は内
容の如何にかかわらず不正解とな
ります。
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小学5年  理科  ── 解答と解説

1

□1　（2）各2点×2＝4点
　　他各4点×5＝20点
□2　各3点×8＝24点
□3　（1）（2）（8）
　　各2点×9＝18点
　　他各3点×5＝15点
□4　（6）4点
　　他各3点×5＝15点

計100点

（配点）

（1） （2） （3）

28 29 30 31

mA mA

（4）

（5） （6） （7）

32 33 34 35

つなぎ mA mA

（8）

mA

27

（6）

① ②

（2）

22 23

（1）

21

（6） （7）

45 46

4
（3）（1） （2）

50 51 52

水よう液

（6）（4） （5）

53 54 55

％

2

（1） （2）

36 37 38 39 40 41

（3） （4） （5）

42 43 44

3

（3） （4） （5）

24 25 26

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

（8）

47 48 49

① ② ③

から。

ウ ア ウ

1000 Ｘ 210 ア

へい列 110 110 320

エ ア ウ イ ア イ

合弁花 ア イ

東 ア ウ

オ 受ふん

× × ○

ウ ほう和 エ

イ ウ 7.7

あ た た め ら れ た 地 面 が 空

気 を あ た た め る
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【解　説】

1　地温と気温の変化についての問題

（1） A1 知識

　太陽が高い位置に見える南の方角を向い

ているとき、左手の方角は東になります。

地球が西から東へ自転することにより、朝

に太陽は東の地平線からのぼり、夕方西の

地平線へとしずんでいくように見えます。

（2） A2 知識 根拠

　太陽の光が直接温度計にあたって温度が

上がることを防ぐために、温度計の球部は

土をかぶせた状態にし、温度計全体におお

いをしなければなりません。

（3） B1 抽出 根拠

　図２のグラフを見ると、12時の地温が

最も高くなっているように見えますが、２

時間前の10時と２時間後の14時の地温を

くらべると、14時の方が３〜４℃ほど高

くなっていることから、この日地温が最も

高くなった時刻は12時よりも少し後であ

ったことが予想されます。

（4） B1 抽出 根拠

　１日中よく晴れている状態では、昼には

太陽光線が地表によく届いて地温が上昇

し、夜になると宇宙に熱がにげていくので、

最高温度と最低温度の差が大きくなりま

す。一方、１日中くもっていたり雨がふっ

ていたりすると、雲によって熱の移動が十

分に行われなくなるため、１日の中での最

高温度と最低温度の差が晴れの日とくらべ

てとても小さくなります。図２のグラフを

見ると、12時ごろと16時ごろとで13℃ほ

どの差があることがわかるので、この日は

よく晴れていたと考えられます。

（5） B1 根拠 比較

　地面は空気にくらべてあたたまりやすく

冷めやすいので、よく晴れた日の日の出直

前には地面の温度が大きく下がって気温よ

り低くなり、昼ごろには地温の温度が大き

く上がって気温よりも高くなることが多く

なります。

（6） B2 根拠 抽出 具体

　晴れの日には、日の出とともに地表に太

陽の熱が届き始め、そのあたたまった地面

が空気をあたためるため、太陽が南中する

時刻と気温が最も高くなる時刻にはおよそ

２時間のずれが生じます。

2　豆電球とかん電池についての問題

（1） A1 知識

　1Aは1000mAに相当します。

（2） A1 知識

　電流計の＋端子は、かん電池の＋極とつ

ながるように接続します。かん電池の−極

につながるように接続する電流計の−端子

には50mA、500mA、５Aの３種類あり、

初めは最も大きい電流まではかれる５Aの

端子に接続します。

（3） A1 知識

　500mAと記されている−端子を用いた

ときは、最大で500mAの電流まではかれ

るようになっています。このとき、目もり

板の『5』と記された場所まで針が振れると

500mAを表し、図３のように針が振れた

ときは210mAを表しています。

（4） B1 抽出 比較

　かん電池の数を１個・２個・３個…と増

や し て い く と、 電 流 計 の 値 は110mA・

理科─解答と解説



210mA・290mA…と増えてはいるものの、

その増え方はだんだんと小さくなっている

ことがわかります。このことから、横軸を

かん電池の数、たて軸を電流計の示す値に

して書いたグラフはアのようになります。

（5） A1 知識

　図４のように、２個のかん電池がそれぞ

れ独立して豆電球と接続されているような

つなぎ方をへい列つなぎといいます。

（6） B1 抽出 根拠

　かん電池をへい列につないだ回路では、

かん電池が長持ちするようになるものの、

電流を流そうとする勢いはかん電池１個と

変わらないため、図４の電流計が示す値は

豆電球に１個のかん電池を接続したときと

同じ110mAになります。

（7） B1 抽出 比較

　表１と表２を見ると、１個の豆電球に１

個のかん電池をつないだときと、２個の豆

電球に２個のかん電池をつないだときは同

じ110mAの電流が流れているとわかりま

す。このことから、３個の豆電球に３個の

かん電池をつないだときも110mAの電流

が流れると考えられます。

（8） B2 抽出 比較 根拠

　図７の回路では、１個の豆電球と連続し

た２個の豆電球がそれぞれ独立して２個の

かん電池につながれています。表１により

１個の豆電球に２個のかん電池をつないだ

回路では210mAの電流が流れ、表２によ

り２個の豆電球と２個のかん電池をつない

だ回路では110mAの電流が流れるとわか

るので、この２つの電流が合流した部分に

接続されている電流計は、210＋110＝320

（mA）を示すと

考えられます。

【右図参照】

3　花と実についての問題

（1） A1 知識

　アサガオにおいて、１つの花の中に５本

あるおしべの先にあたるＡの部分をやくと

いいます。やくは花ふんぶくろともいい、

たくさんの花ふんがついています。１本し

かないめしべの先にあたるＢの部分は柱頭

で、わずかなねばりけがあって花ふんがつ

きやすくなっています。Ｃの部分はがくで、

花びら（花弁）を下から支えています。めし

べのつけ根にあって少しふくらんだＤの部

分は子房で、花びらが散ったあとにはもっ

と大きくふくらんで実になります。

（2） A1 知識

　ヘチマはお花とめ花という２種類の花が

咲きますが、図２のＦに見られるように、

やがて実になっていく子房のふくらみがあ

ることから、この花はめ花だとわかります。

したがって、図２の花の中にあるＥの部分

がめしべの柱頭、そのつけ根にあるＦの部

分が子房になります。

（3） A1 知識

　アブラナやサクラなどでは、花びら（花

弁）が１枚ずつ離れた状態で咲きますが、

アサガオやヘチマなどでは花びらがひとか

たまりにつながった状態で咲きます。この

210mA

110mA

Ａ

理科─解答と解説



ような花を合
ごう

弁
べん

花
か

とよんでいます。

（4） A2 知識 比較

　アサガオのつるは、真上から見て反時計

回りの向きに支柱へと巻きつくようにのび

ています。

（5） A1 知識

　アサガオの花びらが散ってしばらくする

と、緑色の実ができます。さらに数日たつ

と、イのようなうす茶色の実へと変化しま

す。

（6） A1 知識

　（5）で選んだようなアサガオの実を分解

すると、黒色でオのような形をした種子が

数個出てきます。

（7） A1 知識

　おしべの先にできた花ふんが、めしべの

柱頭につくことを受
じゅ

粉
ふん

といいます。受粉が

終わると、子房の中で受精が行われ、胚
はい

珠
しゅ

とよばれる部分が種子へと成長していきま

す。

（8） B1 比較 根拠

　実験①のようにめしべを取り去ってしま

うと、受粉するための柱頭や実のもととな

る子房がなくなってしまうため、実ができ

ることはありません。実験②のように開花

する前におしべをすべて取り去ってビニー

ル袋をかぶせると、めしべの柱頭に花粉が

つくことがなくなるため、実ができること

はありません。しかし、実験③のように、

虫が入らないように花全体をビニール袋で

かぶせたとしても、開花すると袋の中にあ

るおしべの先にできた花ふんが柱頭につく

ことで実ができます。これは、アサガオが

１つの花の中にある花粉によって受粉して

も実ができる（これを自家受粉・自花受粉

とよんでいます）植物だからです。

4　もののとけ方についての問題

（1） A1 知識

　食塩やホウ酸といった固体を水にとかす

とき、水の量を増やしたり水温を高くした

りするととける固体の量は増えますが（水

酸化カルシウムのように水温が低い方がよ

くとけるものもあります）、とかす固体の

つぶを細かくしたりよくかきまぜたりして

も、はやくとけるだけで、とかすことがで

きる固体の量は変わりません。

（2） A1 知識

　とかすことができる限界まで水にとかし

た水よう液を『ほう和水よう液』といいま

す。

（3） B1 抽出 変換

　図１のグラフにより、20℃の水が100gあ

るときには36gほどの食塩がとけるとわか

ります。水の量を200g・300g…のように

２倍・３倍…と増やしていくと、とける物

質の量も２倍・３倍…に増えていくため、

水の量を1.5倍の150gにしたときは、36×

1.5＝54（g）の食塩がとけるとわかります。

（4） B1 抽出 変換

　図１のグラフにより、60℃の水が100g

あるときには25gほどのホウ酸がとけるた

め、20÷25＝0.8（倍）の量にあたる20gの

ホウ酸をとかすためには、100×0.8＝80

（g）ほどの水があればよいとわかります。

（5） B1 抽出 根拠

　図１のグラフにより、20℃の水が100g

あるときに、ホウ酸は6gほどしかとけない
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ため、初めにとかした20gのホウ酸のうち、

20−6＝14（g）は水にとけることができず

に、きれいな結晶となって出てきます。こ

のようにして結晶を取り出す方法を再結晶

法とよんでいます。

（6） B1 根拠 変換

　水よう液の濃さ（濃度）は、水よう液全体

の重さに対するとけたものの重さの割合を

百分率（％）で表したものなので、120gの

水に10gのホウ酸をとかして、全体の重さ

が130gとなった水よう液の濃さは、10÷

130×100＝7.69…となり、小数第２位を

四捨五入して7.7％が答えとなります。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限にしたがってい
ない場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
  …－１点
・�文章表現の不備がある場合
  …－１点
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周

囲

の

自

分

へ

の

接

し

方

が

優

し

く

、

特

別

扱

い

を

さ

れ

て

し

ま

う

こ

と

。

階

段

辞

典

大
統
領

効

率

歴

史

×

○

人

類

の

知

恵

イ

○

エ

キ

ケ

オ

イ

体

喜

以

読

単

ア

ウ

ア

エ

イ
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【
解　

説
】

　
�　

ま
は
ら
三み

桃と

「
鉄
の
し
ぶ
き
が
は
ね
る
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

周
囲
の
言
葉
に
傷き
ず

つ
い
た
り
は
げ
ま
さ
れ
た
り
し
な
が
ら
自
分

の
や
る
べ
き
こ
と
を
見み

出い
だ

し
て
い
く
主
人
公
・
心し
ん

の
気
持
ち
を
し

っ
か
り
と
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

問
一　

Ｂ
１
抽
象
化

　
　
「
冷
や
や
か
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
そ
の
場
の
か
た
い
雰ふ
ん

囲い

気き

が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
こ
こ
で
告
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
部
員
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
に
目
指
し
て
き
た
〈
も
の
コ
ン
〉
の
校
内
選
考
の

こ
と
な
の
で
、
部
員
た
ち
が
み
な
や
る
気
を
み
な
ぎ
ら
せ
、
こ
こ

か
ら
の
戦
い
に
緊き
ん

張ち
ょ
う

感か
ん

を
持
っ
て
い
る
様
子
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
二　

Ｂ
１
理
由

　
　

━
線
②
の
後
の
「
せ
っ
か
く
女
子
が
旋せ
ん

盤ば
ん

や
っ
と
る
ん
や
か

ら
」「
女
子
が
旋
盤
や
る
な
ん
て
珍め
ず
ら

し
い
け
ん
ね
。
そ
れ
だ
け
で

新
聞
や
ら
テ
レ
ビ
や
ら
も
来
る
や
ろ
う
。
そ
し
た
ら
学
校
の
Ｐ
Ｒ

に
も
な
る
や
ん
ね
。
そ
う
い
う
役
割
も
背せ

負お

っ
と
る
ん
や
か
ら
」

と
い
う
宮み
や

田た

先
生
の
言
葉
か
ら
、
女
子
が
代
表
に
な
れ
ば
学
校
の

Ｐ
Ｒ
に
な
る
か
ら
心
が
選
ば
れ
る
と
宮
田
先
生
が
考
え
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

問
三　

Ｂ
１
具
体
化

　
　

━
線
①
の
後
に
は
〈
も
の
コ
ン
〉
に
出
た
い
と
い
う
思
い
を

ふ
く
ら
ま
せ
る
心
の
気
持
ち
が
描え
が

か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
問
二
に

も
あ
る
通
り
、
そ
の
〈
も
の
コ
ン
〉
の
代
表
に
女
子
だ
か
ら
選
ば

れ
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
「
ざ
ら
ざ
ら
と
し
た
気
持
ち
悪

さ
」
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
祖
母
と
話
し
て
い
る
場
面

で
、
宮
田
先
生
の
こ
と
を
「
あ
た
り
ま
え
だ
と
言
わ
ん
ば
か
り
の

軽
々
し
い
口
調
だ
っ
た
の
で
、
余
計
に
こ
た
え
た
。
自
分
の
が
ん

ば
り
を
せ
せ
ら
笑
わ
れ
た
よ
う
な
気
分
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
場

面
も
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
四　

Ａ
２
知
識

　
　
「
頭
を
垂た

れ
た
」
は
頭
を
下
げ
て
礼
を
言
っ
た
り
お
願
い
を
し

た
り
す
る
し
ぐ
さ
で
す
。「
手
を
合
わ
せ
る
」
は
拝お
が

む
し
ぐ
さ
で

す
。
勝
負
を
す
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。「
腕う
で

を
上
げ
る
」

は
技
量
を
進
歩
さ
せ
、
上
達
す
る
こ
と
で
す
。

問
五　

Ｂ
１
具
体
化

　
　
「
一
続
き
の
二
文
」
と
い
う
指
定
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
④
の

次
の
段だ
ん

落ら
く

に
は
、
男
子
た
ち
が
「
目
に
見
え
る
よ
う
な
力
の
ベ
ー

ル
を
ま
と
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
そ
の
パ
ワ
ー
を
旋
盤
の
上
で
集

中
力
に
変
え
、
細
か
く
て
正
確
な
仕
事
を
す
る
」
の
に
対
し
、「
自

分
の
力
は
う
ま
く
旋
盤
に
乗
っ
て
い
な
い
。
知
ら
な
い
間
に
体
か

ら
も
れ
て
い
る
の
で
は
と
い
う
気
が
す
る
」
と
情
け
な
く
感
じ
て

い
る
思
い
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

問
六　

Ａ
１
知
識

　
　
「
気
お
く
れ
」
は
、
相
手
の
ふ
ん
い
き
や
勢
い
に
圧あ
っ

倒と
う

さ
れ
て

自
信
を
失
い
、
心
が
ひ
る
ん
で
し
ま
う
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
で

す
。

1
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問
七　

Ｂ
１
比
較
具
体
化

　

１�　
「
ハ
ン
デ
ィ
」
と
い
う
言
葉
が
初
め
て
出
て
来
る
「
確
か
に

工
業
高
校
で
…
」
の
段
落
に
、「
男
子
と
同
じ
よ
う
に
実
習
を
や

っ
て
い
く
の
は
、
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
。
体
力
が
い
る
し
、
危
険
物

を
扱
う
う
え
で
度ど

胸き
ょ
う

も
い
る
。
力
も
度
胸
も
あ
る
ほ
う
の
心
で
も
、

男
子
ほ
ど
に
は
備
わ
っ
て
な
い
と
感
じ
る
こ
と
が
多
い
」
と
あ
り

ま
す
。

　

２�　

Ｂ
２
比
較

筋
道

具
体
化

　
　
「
も
ら
う
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
」
と
対
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
「
持

っ
て
い
な
い
ハ
ン
デ
ィ
」
と
は
、
体
力
や
度
胸
な
ど
、
男
子
に
比

べ
る
と
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
心
が
感
じ
て
い
る
も
の
の
こ
と

で
し
た
。
す
る
と
「
持
っ
て
い
な
い
」
の
逆
で
あ
る
「
も
ら
う
」

ハ
ン
デ
ィ
は
、
心
に
余
計
に
与
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
を

指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
心
が
周
囲
の
男
子
に
比
べ
て
与
え
ら
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
、

━
線
⑥
の
前
に
あ
る
「
特
別
扱
い
」

で
す
。
ど
の
よ
う
な
特
別
扱
い
で
あ
る
の
か
を
周
辺
か
ら
読
み
取

り
、
①
「
機
械
科
で
た
っ
た
ひ
と
り
の
女
子
で
あ
る
」
た
め
に
、

②
「
周
囲
の
自
分
へ
の
接
し
方
が
優
し
く
、
特
別
扱
い
を
さ
れ
て

し
ま
う
」
と
い
う
二
点
を
「
～
こ
と
。」
と
い
う
表
現
で
ま
と
め

ま
し
ょ
う
。

　

※�　

設
問
の
指
示
や
字
数
・
文
字
指
定
に
従
っ
て
い
な
い
も
の
は

不
正
解
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
誤
字
脱だ
つ

字じ

が
一
つ
の
場
合
は
減

点
１
点
、
二
つ
あ
る
場
合
は
減
点
２
点
、
そ
れ
以
上
は
不
正
解

と
し
ま
す
。
ま
た
解
答
の
説
明
に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は
減
点

３
点
と
し
ま
す
。

問
八　

Ｂ
１
変
化
具
体
化

　
　

心
の
気
持
ち
が
変
わ
っ
た
の
は
「
心
ち
ゃ
ん
、
も
の
を
つ
く
る

の
に
男
も
女
も
な
い
よ
。
昔
じ
い
ち
ゃ
ん
が
言
っ
て
く
れ
た
ん
よ
。

…
」
と
い
う
祖
母
の
言
葉
で
す
。
悩な
や

み
を
口
に
し
た
こ
と
や
祖
母

の
態
度
よ
り
も
、
実
際
に
旋
盤
を
や
っ
て
い
た
祖
母
の
実
感
の
こ

も
っ
た
言
葉
に
は
げ
ま
さ
れ
た
の
が
わ
か
り
ま
す
。

問
九　

Ｂ
１
関
係

　
　

★
に
は
、
ど
う
し
て
も
〈
も
の
コ
ン
〉
に
出
た
い
と
思
っ
た
が

た
め
の
心
の
決
意
が
入
り
ま
す
。
そ
の
後
の
心
が
精せ
い

密み
つ

な
作
業
に

集
中
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
成
功
し
た
時
に
と
て
も
う

れ
し
そ
う
に
し
て
い
る
様
子
か
ら
、
彼
女
が
目
指
し
た
の
は
正
確

な
も
の
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

�　

島し
ま

村む
ら

英ひ
で

紀き

「
新
・
地じ

震し
ん

を
さ
ぐ
る
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

�　

地
震
の
お
そ
ろ
し
さ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
ふ
ま

え
た
上
で
、
実
際
に
起
き
た
地
震
の
例
を
示
し
な
が
ら
、
い
か
に

地
震
に
つ
い
て
よ
く
知
り
十
分
な
対た
い

策さ
く

を
と
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
か
を
述
べ
て
い
ま
す
。

問
一　

Ｂ
１
具
体
化

　
　

━
線
①
の
後
の
「
と
つ
ぜ
ん
く
る
か
ら
」
だ
け
で
な
く
、
さ

ら
に
五
段
落
後
の
「
ど
こ
が
お
そ
わ
れ
な
く
て
す
む
の
か
～
わ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
」
と
い
う
部
分
に
も
注
目
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
ら

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
が
「
で
す
か
ら
、
地
震
は
い
つ
く
る
か
、

～
た
い
へ
ん
に
お
そ
ろ
し
い
災
害
で
す
」
と
い
う
一
文
で
す
。

2
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問
二　

Ａ
１
知
識

　
　
「
火か

山ざ
ん

灰ば
い

」
は
一
番
下
の
「
灰は
い

」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を

上
の
二
文
字
の
「
火
山
」
が
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

し
て
い
ま
す
。

問
三　

Ａ
２
関
係

　
　

１
は
地
震
は
必
ず
く
る
も
の
で
、
自
分
た
ち
の
時
代
に
こ
な
か

っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
偶ぐ
う

然ぜ
ん

の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
文
の
流
れ

か
ら
考
え
ま
し
ょ
う
。
２
は
前
の
段
落
の
「
い
つ
か
は
～
ま
ち
が

い
な
く
く
る
」
を
ふ
ま
え
て
考
え
ま
し
ょ
う
。
３
は
二
つ
後
の
段

落
の
「
む
や
み
に
こ
わ
が
る
の
で
は
な
く
」
と
い
う
筆
者
の
立
場

を
ふ
ま
え
て
考
え
ま
し
ょ
う
。
４
は
地
震
に
つ
い
て
深
く
知
る
こ

と
の
重
要
性
を
う
っ
た
え
る
筆
者
の
説
明
か
ら
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
問
四　

Ｂ
１
理
由

　
　

前
後
の
段
落
に
は
「
た
ち
む
か
う
た
め
の
方
策
を
か
ん
が
え
る

こ
と
が
、
人
類
の
知ち

恵え

の
ひ
と
つ
」「
地
震
を
、
む
や
み
に
こ
わ

が
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
正
確
な
す
が
た
を
知
り
、
冷
静
に
、
そ

し
て
あ
る
場
合
に
は
勇ゆ
う

敢か
ん

に
、
地
震
に
た
ち
む
か
う
こ
と
が
必

要
」
と
い
う
筆
者
の
考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
考

え
を
整
理
し
て
必
要
な
言
葉
を
ぬ
き
出
し
ま
し
ょ
う
。

問
五　

Ｂ
１
具
体
化

　
　

選せ
ん

択た
く

肢し

ア
は
二
つ
後
の
段
落
の
「
大
き
い
地
震
に
も
た
え
ら
れ

る
、
強
い
家
を
つ
く
り
ま
す
」
と
合
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
段
落
の

「
ガ
ス
や
ガ
ソ
リ
ン
の
タ
ン
ク
～
こ
と
も
た
い
せ
つ
」
は
イ
と
合
っ

て
い
ま
す
。
ウ
は
後
ろ
か
ら
五
番
目
の
段
落
の
「
家
が
建
て

こ
ん
で
い
た
り
、～
被ひ

害が
い

を
大
き
く
す
る
原
因
」
と
合
っ
て
い
ま
す
。

問
六　

Ｂ
１
理
由

　
　

ア
は
「
ひ
と
つ
は
鳥
取
県
な
ど
の
～
地じ

盤ば
ん

が
強
い
こ
と
」
と
合

っ
て
い
ま
す
。
ウ
は
「
ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
～
大
き
く
し

て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
合
っ
て
い
ま
す
。
エ
は
「
家
が
建
て
こ
ん

で
い
た
り
、
～
ふ
え
て
い
る
の
で
す
」
と
合
っ
て
い
ま
す
。
一
方

で
イ
は
阪は
ん

神し
ん

淡あ
わ

路じ

大
震
災
に
く
ら
べ
る
と
被
害
の
小
さ
か
っ
た
鳥

取
県
西
部
地
震
も
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
三
だ
っ
た
の
で
、
理
由

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

問
七　

Ｂ
１
類
推

　
　

地
震
と
は
か
な
ら
ず
お
き
る
も
の
で
、
さ
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
。
だ
か
ら
こ
そ
お
そ
れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
正

確
な
知
識
を
身
に
つ
け
て
地
震
に
た
ち
む
か
う
こ
と
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
筆
者
は

━
線
③

の
前
後
を
中
心
に
く
り
か
え
し
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
３
の
後

に
は
地
震
に
「
た
ち
む
か
う
た
め
の
方
策
を
か
ん
が
え
る
こ
と
が
、

人
類
の
知
恵
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
」
と
あ
り
、
こ
の
部
分
か

ら
答
え
を
ぬ
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
八　

Ｂ
１
比
較

　
　

ア
は
本
文
中
の
「
そ
し
て
、
い
っ
た
ん
地
震
に
お
そ
わ
れ
る
と
、

と
き
に
は
何
千
人
、
あ
る
い
は
何
万
人
も
の
命
が
失
わ
れ
、
そ
の

う
え
、
社
会
の
多
く
の
は
た
ら
き
に
も
、
大
き
な
被
害
を
だ
す
こ

と
を
、
み
な
さ
ん
も
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
」
と
合
っ
て
い
ま
す
。

イ
は
選
択
肢
の
「
地
震
の
大
き
さ
や
起
こ
る
場
所
は
予
測
が
立
て

ら
れ
る
」
と
い
う
部
分
が
誤あ
や
ま

り
で
す
。
ウ
は
本
文
中
の
「
最
近
は
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阪
神
淡
路
大
震
災
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
地
震
の
経
験
を
生
か
し
て
、

ず
い
ぶ
ん
対
策
が
た
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

け
っ
し
て
ま
だ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
と
は
い
え
ま
せ
ん
」
と
合
っ
て
い
ま

す
。

　

�　

Ａ
１
知
識

　
　

①
の
「
そ
う
だ
」
の
う
ち
ア
・
イ
・
エ
は
人
か
ら
聞
い
た
こ
と
を

表
し
て
い
ま
す
が
、
ウ
は
自
分
で
見
た
物
事
の
様
子
や
状
態
を
表
し

て
い
ま
す
。

　
　

②
の
イ
・
ウ
・
エ
の
「
ら
し
い
」
は
周
り
の
様
子
や
人
か
ら
聞
い

た
こ
と
を
も
と
に
予
想
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
が
、
ア
は
「
馬ば

鹿か

ら
し
い
」
と
い
う
形
容
詞
の
一
部
で
す
。

　
　

③
の
ア
・
ウ
・
エ
の
「
な
が
ら
」
は
「
～
に
も
か
か
わ
ら
ず
」
と

い
う
意
味
で
す
が
、
イ
は
「
歌
う
」
と
「
踊お
ど

る
」
と
い
う
動
作
を
同

時
に
行
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
す
。

　
　

④
の
イ
・
ウ
・
エ
の
「
の
」
は
、
そ
の
上
の
言
葉
が
下
の
言
葉
の

持
ち
主
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
は
「
の
」
の
上
の
「
父
」
が
下
の
「
植

え
た
」
の
主
語
と
な
っ
て
い
て
、
ア
の
み
が
「
が
」
に
置
き
か
え
ら

れ
ま
す
。

　
　

⑤
の
ア
・
イ
・
ウ
の
「
な
い
」
は
打
ち
消
し
の
意
味
を
表
す
言
葉
で
、

「
ぬ
」
に
置
き
か
え
ら
れ
ま
す
。
エ
は
「
き
た
な
い
」
と
い
う
形
容
詞

の
一
部
で
す
。
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